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第３回 2025 年世界陸上競技選手権大会開催に係る大会運営組織の設立準備会 

（議事要旨） 

 

１ 開催日時 

  令和５年１月 26 日（木）11 時 00 分から 12 時 00 分まで 

 

２ 開催場所 

  公益財団法人 日本陸上競技連盟事務局 

 

３ 出席者氏名 

 〇委員 

  公益財団法人日本陸上競技連盟  風間 明 専務理事 

  東京都             横山 英樹 生活文化スポーツ局長 

  外部有識者           三好 豊 弁護士（オンライン出席） 

                  中村 友理香 公認会計士 

 〇事務局 

  公益財団法人日本陸上競技連盟  鈴木 英穂 事務局長 

                  石井 朗生 事務局次長 

  東京都             渡邉 知秀 生活文化スポーツ局次長 

                  三浦 大助 生活文化スポーツ局事業推進担当部長 

 

４ 要旨 

 

【日本陸連 風間専務理事 挨拶】 

ご出席いただきましてありがとうございます。 

オリンピックが終了後、さまざまな競技団体で少しずつ大会が開催され、国際大会を準

備されている競技団体も見られるようになりました。来年、再来年と国際大会が開催され

ることになるかと思います。 

2025 年世界陸上についても、いろいろな形で現代を象徴する大会として準備にかかって

いる最中でございます。 

その中でこれまでの設立準備会では、ガバナンスコードを踏まえコンプライアンスに十

分配慮した仕組みづくり、主体的な情報発信、そして大事な開催ビジョンの策定の 3 つの

視点から議論し中間の整理をまとめてまいりました。 

また、この間東京都では、「国際スポーツ大会のガバナンス強化に向けた有識者会議」に

おける議論を基に「国際スポーツ大会への東京都の関与のガイドライン」が制定されまし

た。 

本日の第三回設立準備会では中間の整理にガイドラインの内容を反映し、設立に向けた

取りまとめを行いたいと考えています。 

皆様に積極的な議論をしていただき、世界陸上の大会運営組織設立につなげていきたい

と思います。 

各競技団体からも、東京で開催される大きな大会ということで注目を集めていますので、

しっかりとやっていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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【報告資料説明（事務局）】 

〇「国際スポーツ大会への東京都の関与のガイドライン」 

 

【資料説明（事務局）】 

〇「2025 年世界陸上競技選手権大会開催に係る大会運営組織の設立準備会 

設立に向けたまとめ」 

 

【意見交換】  

〇風間委員 

・スポーツの価値、スポーツの力というのは今回の世界陸上でも重要 

・大会準備を担う大会運営組織が国民や都民に支援、理解、応援されるものでなくてはな

らない。そのためには、国民や都民が自分も参加する、一緒に作り上げていくような体

制が必要。また、選手中心ということや、未来の子供たちへのレガシーをつないでいく

ということが具体的に示される大会とすることも必要。 

・設立準備会においても、これまで東京都とも連携し、有識者委員のご意見もいただきな

がら、情報公開・ガバナンス・ビジョンの重要性等について整理をしてきた 

・今回の設立に向けたまとめについて、それらのことが網羅されているのではないかと考

えている 

・今後、設立に向けたまとめに基づいて、具体的な大会運営組織の設立につなげていきた 

 い 

・設立準備会における議論や設立に向けたまとめを公表、発信することは国民・都民の信

頼や理解をいただくことにつながると考える 

 

〇中村委員 

・これからいよいよ大会運営組織が設立されて、準備、大会運営へと進んでいくが、設立

準備会で検討した内容をさらにブラッシュアップして運営されることを期待する 

 

〇三好委員 

・内容については、ガバナンスやコンプライアンスの観点から、国際スポーツ大会の運営

組織として備えるべき十分な体制、措置が取れている 

・今後は大会運営組織においてこのまとめの内容をしっかりと推進していくことがガバナ

ンスの観点から一番重要 

 

〇横山委員 

・東京都が策定した「国際スポーツ大会への東京都の関与のガイドライン」は大会運営組

織の始動期から本格活動期までを体系的に整理する中で、大会運営組織の始動期という

早い段階でガバナンスをしっかりと確立するという趣旨を盛り込んだもの 

・世界陸上はこのガイドラインを適用する第一号になる 
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・設立に向けたまとめは、中間の整理を基に、東京都のガイドラインの内容などを反映さ

せており、大会運営組織のガバナンス確保に向けて、方向性を確立できている 

・ガバナンス体制が構築された後においても、随時見直しを行い、改善を続けていくこと

が重要 

・こうした視点も含めて、大会運営組織に適切に引き継いでほしい 

 

〇事務局 

・委員の皆様からは、大会運営組織を設立し、準備運営を進めていく上でコンプライアン

ス、ガバナンスの観点からの必要な要素は盛り込まれているという評価をいただいた 

・一方でそれを大会運営組織で実行することの重要性、またさらに改善を続けていくとい

う姿勢も重要とのご助言をいただいた 

・大会運営組織で実行していく上で重要な点があれば今後に向けてご助言をいただきたい 

 

〇中村委員 

・大会運営組織の設立にあたって、設立時役員等を選出していくことになるが、選出され

た後に、職員に加えて役員等に対しても、責務や職務、果たさなければならない役割等

について研修及び教育を行うことが必要 

・利益相反関係の規程を作り、しっかりとしたチェック体制をとることが重要 

 

〇三好委員 

・マーケティング関連が継続検討事項になっていると認識 

・この点は今後、関係者とも連携しながら、大会運営組織においてさらに検討をしていく

ものと理解 

・設立に向けたまとめを今後大会運営組織で実行していくにあたって、情報管理が特に重

要な点と考える。大会運営組織は様々な団体からの出向者を受け入れると考えるが、利

益相反の観点でのチェックに加えて、出向元に対して機密情報を安易に開示することが

無いように、情報管理を徹底する必要がある。 

 


